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田幸宏*

現行の学習指導要領による中学校理科教育は、 「理科教育の現代化jをめざしてすすめられ、 「探究

のぬ梶を通して E 基本的な科学概念を理解させ、科学の方法を習得させるJことを柱としている O

しかし、身近かな物質や自然、の現象よりも、理論や概念が先行し、科学の方法も画一化したり E おし

つけがちになれ生徒の実態から、はずれた理科学習となるきらいがあるなど、 「生徒の立場にたって

の学習Jという面で考えてみると無理があったことが指捕されているO このようなことが=理科嫌いな

生徒がふえてきた原因のーっともいえる。またE 現実にも ネルギー」とか「イオンJなどの理解に

つまずいている生徒が少なくない。

生徒に興味@関心をもたせ、理解や発見に喜こびをもつような学習にしなければならない。 I探究の

過程を重視しながら、自然、を探究する能力や態度を身につけ、基本的は理科に関する概念の形成をめざ

すJことは新指導要領でも指摘されていることでありも当然といえる O また、その内容構成については

な概念や態度形成のためにも特に自然の事物@現象に直接ふれる学習を工夫@配慮するよう示さ

れており、地学領域においても、この主旨をしっかりおさえ、教材の構造化を進めなくてはならない。

(1) 地学領域の基本的な概念

内容の精選@集約は今改訂の方針の lつであれ達成さすべき基礎的@基本的事項を明確にする

為にもすっきりしたものとなっている。第 2分野の指導内容の項目数を、現行と

すると左表のようになるo 30 婦の内容削減をめざして行われた

1. 第 2分野の項目数の変化
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といわれ、生徒の学習負担が軽減するようになっている。しか

し、移行期にある現荏では、 週時数が¥ 3.3.4となった持点

での軽減された度合いがどれ位かを感じとることはできない。

2分野全体の構造問を比較すると E そのちがいがはっきりするO

2. 第 2分野構造図(I新教育課程の解説j 一大塚@小林編

ーより)
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<新学習指導要領>
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(2) 地学鎮域におはる指導内容の比較

大項思の(1)(2)は 1年、 (3)(引は 2 (5)(6) (7)は 8年で扱うことが原則である O

新 指 導 要 領 現行 指導要領
現行指導要領中で削除されるもの

大項毘 中 項 自 (大 項 自〉

(1) ア.

と生活
イ. (略〉 (略) (略)

ウ.

(2) 地球と宇宙 ア.地球心運動 (3) 地球を取り巻く字詰 ア.仔) 地球の大きさは、いろいろな方法で艶れること。

イ.太鶴系の講成 例 月と太騒の説半経がおよそ等しいことは、地球か
ウ.笹屋と字詰

ら再審までの臨離と、両者の半後比が関係すること。

人的 地球上のある場所で受け取る太陽放射のエネルギ

ーの藍i立、太騒高度によって異なり、昼の長さによ

っても変ること。

{羽生物の体の ア.
(略) (略〉(路)

仕組み イ.

(4) 天気の変化 ア.大気中の71< (6) 大気とその中の水の イ.約極度は、露天で求められること。

イ.大気圧と愚の吹 稽環 り) 水の蒸発は、気温、水温、湿度および患によって
き方

変わること。
ウ.天気の変化

判大気がいろいろな条件で冷やされて露点以下にな

ると、水滴や氷の粒を生じ、露、籍、霧および雲が

できること。

料 水の蒸発、接結に伴って、エネ Jレギーの出入りが

あり、海洋は地球上の気譲の変化に影響を与えてい

ること。

ウ.ゲ〉 雲には、おもに水平方向にゆっくり発達する層状

の雲と、鉛産方向に急激に発達する積雲状の雲とが

あること。

計)降水の様子は、雲の様子、発達のしかたなどによ

って変わること。

エ.仔) 大気には圧力があり、その強さは、時と所によっ

て変化すること。
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(5) 生物どうし ア.

のつながり
イ. (略〉 (略) (略)

ウ.

(6) 地かくとそ ア.地層の様子と堆 (7) 流水のはたらき…・ ア.的 地表の岩石は、湿度の変化、流水などのはたらき

の変動
積岩 と地層 によってこわされること。

イ.火山の様子と火
計) 流7.l<のはたらきは、流速や流量に関係がありきこ

成岩
れによって地形が変化すること。ウ.地震とその揺れ

ヱ.地かくの変動 り) 海底における土砂の堆績の様子は、陸地からの距

離、海水の勤きなどに関係があることo

イ.仔) 地閣をつくっている岩石は、成菌、産状、組織な

どに共通性があり、堆積岩としてまとめられること。

(10) 地かくの変化と………イ.(ア〉 火成岩の産状や鉱物の様子は.堆積岩と巽なり、

地表の歴史 それらはマグマの貫入の様子や火成岩のでき方を考

える手がかりになること。

エ.t/) 変成岩は他の岩石と違った特徴をもち、それは過

去の地かくの変動によってつくられたものであるこ

とo

件)地質時代は、化おや地層の重なり方などによって、

区分されていること。

(7) 人間と自然 ア.
(略) (略) (略)

イ.

(3) 小学校@中学校の内容的

新指導要領の地学領域について、小学校@ の の関連を示すと下のようになるO

3 は、天体、 のi玄分を ることになっている O

底分 l 2 3 4 5 6 中 《サSゐ

O太鶴、月 O星の明る (中 1) 

のみえ方と さと色 ア.地球の運動

位置の変化 O還の動き 天体の日週連動など……・・・自転

(自適運動) 方と相互の 農産の移り変わりなど……公転

天 位置関捺 太陽高震の変化など・H ・H ・..地軸

の傾き

イ.太腸系の構成

地球・月・太陽の形状

大騒の混度・光の放出

体 太陽系惑星の位龍、大きさの特

徴

ウ.櫨農と字詰

髄星の明るさや色のちがい

銀湾系

(中 2) 

O天気と地 O 日なたと O土、水‘ O季節と気 ア.大気中の水

商の様子 日韓の地面 空気の温震 視の変化 湿度……気識と水蒸気藍

気 の様子 と‘ 日光の 太陽の高さ 太陽放射による水の循環

あたり方の と躍の長さ イ. と嵐の吹き方

ちがい‘夏 気圧、低気圧高気圧等庄隷と

冬のちがい 嵐向
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O雲による

天気の変化 ウ.天気の変化

象 気圧詑麓と天気

前線

天気の予想

(中 3) 

O石集め O齢、や土む O雨水、 )JI O地j蓄の霊 ア.地層の諜子と堆積岩

色・形・手 手ざわりと 水のはたら なり方 地層の対比、成因の推定

地 ざわりの 水のしみ方 き 犠積岩とその分類

特数 水中の沈み イ.火山む様子と火成岩

方 マグマと火成岩、

火成岩の分類

ウ.地震とその揺れ

地震設と震源、大きさ

質 地震と災害

人地かくの変動

隆起と沈持、 しゅう臨、断簡

化石と堆穣当時

今回の改訂で………小学校より出除されたもの...・H ・..……「培球の自転Jr火山Jr火成岩J

中学校より削験・軽減されたもの…… f生物の進牝Jr地球の歴史Jr変成岩J

(4) 各議詩閣の具体的な比較

第 2分野の内容は、生物的内容と地学的内容を単に合わせたものではなし生物と、その環境を

一体としてとらえようとしていることが説明されている O そしてこにネルギ一等の抽象的概念を中心

におかず、自然界を動的に見る方法を育てることが掲げられている O 下に小項目をあげて、付加@

削減や精選@集約を対比して下に示すo (ただし、 (4)天気の変化は除く)

現行学翠指導要領 考新学習指導要領 備

(3) r地球を敢り巻く宇富J

地球の運動や、太陽放射の地球に及ぼす

影響について理解させ……………宇宙に

ついて認識させる。

(2) r地球と宇宙」

天体の観察を通して、地球の運動について 11 0 まず身近かな天体現象に

推論し、太陽系の構成を理解させ、笹星や 11 自をむけさせてから入る。

……宇宙について認識させる。

ア.地球、月および太鵠の形状と距離 iア.地球の運動

ケ7 地球、月および太陽はいずれもほぼ球 i 約 天体の日罵運動の経路などから・吏忍 i小 6年より新しく加入。

形…-…-…特徴があること。→2・イ・約へ

的 地球の大きさは、いろいろな方法で…

…・・・。 ⑪ 

り) 月と太陽の視半径がおよそ等しい・

…・比が関係すること。 ⑪ 

イ.太陽と地球の運動

的 ある地点における太陽の日潤運動のν・

→2.アゲ〉へ

の自転が推論できること。

計) 四季の星盛の移り変わり………地球の

公転が推論でき…・・H ・H ・-…地軸の額き…

………推論できること。

。太陽や恒星の動きを観察

観

と
|
|
l
y

の

こ

i
J悟

る

時
せさ

門

iつω



現行学習指導要領 考新学習指導要領 備

仔) 四季の農産の・H ・H ・-・公転が推論………

一一一一->

肋 季節の移り変わりは...・H ・.，地軸のト 2.ア仔)へ

額きとによって生じること。一一~I

ウ.太騒系と太鶴系外の宇宙

の 恒産は太鶴と間じように光を……

計) 惑星は……・・・・

り) 太陽系は...・H ・..……銀河原はさらに大

きな宇宙に含まれること。 ⑪ 

ヱ.太鶴放射と地球

的 太鶴は…………光のエネノレギーを放出

イ.太腸系の構成

約 地球・月・太陽はも 1ずれもiまほ球形で

計) 太騒系は…………惑星の位麓や大きさ

に特徴があること。

ウ.恒産と宇宙

約 髄患は自ら光を放出しており………

仔)銀河系は太腸系をはじめ、多くの笹屋

して~\る。 一一ーャ 2.心的へ が集まって構成されていること。

仔) 地球上の……...…エネルギ

変ること。

(7) 流水のはたらきと地j欝

流水のはたらきが地表の変化に及ぼす…

・・……関連させて‘地j震の特徴から堆積

当時の環境を考察させる。

ア.流水のはたらきと地表の変化

的地表の岩石は、温度変化や…… l 

仔) 流水のはたらきは‘流速や…・・・ fの
り) 海底における土砂の塩績は…… j 

この大項目は削除

イ.地層のっくりと堆積岩

的 地層には‘それをつくっている物質、

粒度の….....・H ・-…。 一一一一-+-6.ア.(7)へ

的 地層をつくっている岩五は‘成昭‘藤

状、組織などに……・……・ 命 1(6) 地かくとその変動

初 堆積岩i立岩石をつくっている物質…

ω 地属の新!日や堆讃環境の変化はも地層

の重なり方も…………推定できること

一一一一"*6.コこ.(7)へ

観察や実験を過して、地かくを構成して

いる堆積岩や火成岩にはもそれぞれ成因

にかかわる特徴が…………埼かくの変化

日…過去の自然環境………...地層に

みられるいろいろな事実より考察させるo

OB没後の西心空の麗鹿の

スケッチをさせる。
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⑪太陽放射のエネルギーの

項目が齢徐してあるが、

くの光そ

放出する扱いは同様。

O る。

。流水の作用は小学校だけ

にとどめ、削除したが、

内容的には関連する部分

が多く重要なもので‘ある。
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。地球は変動するものとし

てとらえさせる。

Oヱネノレギー的な扱いはこ

こより鈴かれた。

。まず埠鰭の観察から入る。

ア¢地層の様子と堆穣岩 I 0遠足等の機会を利用する。

的地麗は構成物質、揮さ、重なり方など

の特徴を芋がかりにして、 t患の地盤と比
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側地かくの変化と地表の援史

地かくは、地球内部のエネノレギーによっ

て……………地層中にみられる…・

化石………υ 地表の麗史が組み立てられ

る……...

ア.火山活動とマグマの性質

の …………地下にマグマの存在…

仔) マグマは…...・H ・..

イ.マグマの活動と火成岩の特設

の 火成岩の産状ゃ・H ・H ・....・...。 ⑪ 

仔) 火成岩は少数の眼られた種類の………

わ) 火成岩の色や組織は・.....……。

べること。

仔) 地騒の成国iま.地震の重なり方………

紛 議讃岩は...・H ・..…分類できること。

イ.火山の犠子と火成岩

約 ………...地下にマグマの存在...・H ・..…

さまざまな火成岩…………。

計) 火成岩は…~. . .・ H ・-分類できること。

O新しく付加された内容で

ある。

@現在の事象より過去を推

るより、空間と時間

を関連づけた見方、考え

方を育てる。

O スライド映爵等の利舟も

十分考える。

Oマグマの成臨も等で深入

りしない。

ウ.地震 iウ.地援とその揺れ

約 地震の揺れには‘初期徴動と主要動が i 約 地援の揺れにはも初期微動と主要動が I0情報をできるだけ多く集

仔) 地鐙の揺れの記録から………震央…@

わ) 地震に伴って…・…・…断j欝……・。@

ヱ.地かくの変動と地表の麗史

的計)略

紛 変成岩は他の岩石とは違った....・H ・.@t

伺地質時代は化石や・……・…………φ

的 地震は特定の地墳に起りやすく………

災害… 。

エ.地かくの変動

的梅岸などには………臨恕ー沈静...・H ・.. 

仔) 地j蓄にみられる断層、 しゅう由……

わ) 地層に含まれる化石や………場積した

当時の環境…...

めておくことが必要。

O変成岩、造山運動は扱わ

な~ ~o 

。示準化石とか、地質時代

のできごとや名称は扱わ

な~ ~o 
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